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論 文 内 容 の 要 旨 
 
本論文は、日本社会が直面する人口減少と超高齢化、財政制約などの状況のもとで、医療システム
の破綻やコミュニティの崩壊が懸念される中、病院が設置する「地域交流館」が高齢者の健康づくり
などを通じてコミュニティ再生に果たす役割に注目して、理論的実証的にその意義を明らかにしたも
のである。 
 病院のコミュニティ機能とは広義の概念でとらえれば、訪問診療や訪問看護、訪問リハビリテーシ
ョン、訪問介護などの医療・介護活動や、住民の健康教育などの保健活動があげられるが、本論文に
おいては狭義の概念に絞り込んで、近年、コミュニティ再生のため地域住民との相互交流の場として
病院が設置する「地域交流館」に着目しており、「病院が提供する医療や介護についての情報提供の
場であることを底流におきつつ、病院・施設と患者・利用者間の情報交流及び地域住民の相互交流の
場」として「地域交流館」を定義している。一般にはコミュニティ単位の大きさによって、平均 50
世帯程度をカバーする近隣域、同じく 300～500世帯程度の町内圏域、2000～5000世帯程度の校区圏
域、そして市町村圏域などと区分されるが、本研究で示すコミュニティとは日常医療圏を想定してお
り、中学校 3～4校の範囲を地域単位としている。 
 本論文の構成は以下のとおりである。 
 序章においては、研究の目的と全体構成が示される。 
 第 1章「病院のコミュニティ再生機能に関する検討」においては、従来の精神科医療における地域
開放や、医療・保健・福祉複合体という医療事業体制論を踏まえて病院が閉じられた空間であること
から脱皮して地域づくりの担い手である、行政、企業、非営利組織、個人など複数の主体との交流を
通じた相互作用が大きくなることを述べる。 
 第 2章「統合型病院の地域連携行動の変化と病院のコミュニティ再生機能」においては、医療・介
護提供体制再編ビジョンを踏まえて統合型病院へという流れを確認したうえで、その「地域連携行動」
が全国的に拡大していく様子をアンケート調査によって明らかにし、医療・保健・福祉活動のみなら
ず、まちづくりに携わる病院が増大していることを明らかにしている。 
 第 3章「病院の『地域交流館』と地域コミュニティ」においては、独自に行った熊本市北保健福祉
センター管区内の高齢者の生活実態調査と熊本機能病院の「地域交流館」活動に対する利用者と地域
住民へのアンケート調査に基づき、高齢者の社会参加や文化的関心の高さと健康度とに相関性がある
こと、社会からの孤立を防ぐ役割があることなどが示され、地域交流館活動が生活不活発病を予防す
ることを明らかにしている。 
 第 4章「コミュニティにおける病院の地域交流館活動」においては、上記の他、長野県、静岡県、
石川県、兵庫県にある全国 5病院が設置する「地域交流館」活動を比較検討し、中でも、病院併設型
と商店街設置型との比較検討を通して、地域づくりに果たす役割を明らかにした。 
 終章では、以上の分析を通じて「地域交流館を基点とした社会参加の促進」によって、医療面(生
活不活発病の予防)、社会面（充実した生活）、経済面（地元産品の販売等による雇用安定）での健康
度が増進することによって、コミュニティ再生に果たす役割が確認されたと結論付けている。 
  
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文は、医療・保健・福祉の統合型病院に向けた医療事業体制の流れの中で、病院が設置する「地
域交流館」が高齢者の健康づくりなどを通じてコミュニティ再生に果たす役割に注目して、理論的実
証的にその意義を明らかにした先駆的な労作である。 
病院のコミュニティ再生機能に関して、メディコポリス論、地域ケアシステム論、事業複合体論な
ど関連する研究を整理したうえで、2度にわたる全国的なアンケート調査より「統合型病院による地
域連携行動が進展している動向」について明らかにし、その背景として、地域における医療体制の危
機があることを指摘している点で現代的意義がある。 
さらに、病院が設置する「地域交流館」活動について、熊本市北保健福祉センターの協力を得て、
管区内の高齢者 3,427人の生活実態アンケート、及び、熊本機能病院立「地域交流館」利用者及び地
区住民 287人への生活実態アンケートを実施して、詳細なデータを分析して結論を得ている。 
さらに、熊本を含む全国の地域交流館とその設置主体である病院への合計 48時間にわたるインタ
ビュー調査など、実証面でも大きな成果を得ている。 
 これらのデータに基づいて、社会参加を通じた個人アクティビティの向上による生活不活発病の予
防と社会的活動の向上による再入院の防止という「生活機能モデル」をベースにおきつつ、コミュニ
ティ再生につなげるという仮説を実証的に明らかにしており、本論文は当該分野における先駆的業績
と判断できる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
